
こ
の
船
は
「
橘
高
丸
」
で
船
主
の
名
は
橘
さ
ん
と
だ
け
覚
え

て
い
る
が
、
年
齢
は
そ
の
当
時
五
十
五
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
船

を
下
り
て
港
に
出
張
し
て
い
た
引
揚
援
護
局
か
ら
引
揚
証
明
書

と
無
賃
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
、
東
京
行
き
の
列
車
に
乗
り
、

二
日
目
の
午
後
、
東
北
本
線
に
乗
る
た
め
に
山
手
線
に
乗
り
換

え
て
上
野
で
下
車
す
る
時
、
大
変
な
混
雑
で
吉
田
堅
哉
さ
ん
を

見
失
い
、
三
十
分
ほ
ど
ホ
ー
ム
で
待
っ
て
い
た
が
遂
に
会
う
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
よ
り
北
支
、
中
支
、
南
支
と
転
戦
し
て
、

満
州
、
北
鮮
で
終
戦
、
ソ
連
軍
か
ら
逃
れ
東
京
ま
で
二
ヵ
年
、

幾
多
の
死
線
を
越
え
て
生
死
を
共
に
し
て
来
た
無
二
の
親
友
を

遂
に
失
っ
た
。
常
に
一
緒
に
い
た
の
で
、
お
互
い
に
確
か
な
住

所
も
知
ら
ず
に
捜
す
す
べ
も
無
い
ま
ま
現
在
消
息
不
明
、
あ
る

新
聞
の
尋
ね
人
欄
に
掲
載
を
依
頼
し
た
が
、
存
命
で
何
ら
か
の

情
報
が
得
ら
れ
る
か
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

奇
跡
は
二
度
と
起
こ
ら
な
い
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
は
あ
る
が
、

偶
然
の
連
絡
で
生
還
を
得
ら
れ
た
私
は
、
九
死
に
一
生
を
賭
け

た
一
度
の
奇
跡
か
、
神
仏
の
加
護
か
、
命
拾
い
の
偶
然
は
、
伝

馬
船
を
拾
う
、
対
馬
海
峡
の
暴
風
、
掃
海
艇
と
の
出
会
い
、
無

謀
な
我
が
船
長
、
タ
マ
丸
の
轟
沈
、
以
上
五
回
の
偶
然
が
な
け

れ
ば
逃
亡
成
功
の
終
わ
り
は
無
か
っ
た
と
思
う
。

北
鮮
か
ら
の
逃
亡
六
十
余
日
、
そ
の
半
分
は
悪
夢
の
毎
日

で
、
死
の
恐
怖
に
怯
え
な
が
ら
逃
げ
、
十
月
二
十
日
夜
、
我
が

家
の
玄
関
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
。
ソ
連
に
捕
ら
え
ら
れ
、
シ

ベ
リ
ア
の
凍
土
と
化
し
て
い
る
多
数
の
戦
友
を
思
い
ご
冥
福
を

祈
る
日
々
で
あ
り
、
奇
し
き
運
命
の
流
れ
に
無
量
を
感
じ
る
。

吾
れ
三
度
・
国
家
の
干
城
と
な
る
　 

愛
知
県
　
近
藤
蔵
一
　 

私
は
大
正
三
年
八
月
十
五
日
長
男
と
し
て
生
を
受
け
、
姉
と

妹
の
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
は
内
外
共
に
多
事
多
難
な

年
で
、
内
で
は
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
総
辞
職
し
、
第
二
次
大
隈

重
信
内
閣
が
組
閣
し
、
西
洋
に
お
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。



家
業
は
農
業
で
、
生
活
状
態
は
中
程
度
だ
っ
た
。
濃
尾
平
野

を
流
れ
る
三
大
河
川
の
木
曽
川
・
揖
斐
川
・
長
良
川
、
こ
こ
に

幾
多
の
支
流
が
合
流
す
る
。
佐
織
は
日
光
川
・
目
比
川
が
合
流

す
る
三
角
地
帯
で
、
地
味
豊
饒
な
穀
倉
地
帯
で
農
業
に
は
最
適

で
、
人
情
味
豊
か
で
長
閑
な
田
園
地
帯
で
あ
る
。
太
古
弥
生
時

代
か
ら
の
古
墳
な
ど
考
古
学
の
興
味
深
い
話
題
も
多
く
、
ま
た

戦
国
乱
世
の
終
止
符
を
打
っ
た
時
の
覇
者
・
織
田
信
長
公
は
天

文
三
（
一
五
三
四
）
年
に
勝
幡
城
で
呱
々
の
声
を
あ
げ
た
と
い

う
由
緒
あ
る
郷
土
で
も
あ
る
。

私
は
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
無
心
に
遊
び
、
す
く
す
く
と

成
長
し
義
務
教
育
の
小
学
校
を
卒
業
し
、
農
学
校
に
進
学
を
希

望
し
た
が
、
父
親
か
ら
技
術
者
に
な
っ
た
ら
自
分
の
後
継
者
が

絶
え
る
と
反
対
さ
れ
、
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
速
算
学
校
に
通

学
し
、
同
校
卒
業
後
は
郡
役
所
（
現
・
県
地
方
事
務
所
）
に
就

職
し
て
農
業
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
方
で
稲
沢
農
業
学
校
（
現
・
稲
沢
高
校
）
の
卒
業

生
な
ど
と
共
に
村
内
に
農
友
会
を
発
足
さ
せ
、
農
業
技
術
の
研

鑚
・
先
進
地
域
へ
の
視
察
・
実
地
研
修
な
ど
を
行
い
、
当
時
と

し
て
は
珍
し
い
農
村
青
年
会
の
活
発
な
活
動
を
行
っ
た
。
私
は

推
さ
れ
て
会
長
を
務
め
、
若
者
同
志
の
勉
学
・
研
鑚
に
励
ん

だ
。当
時
、
青
年
学
校
が
校
区
単
位
で
全
国
的
に
出
来
、
教
官
は

退
役
将
校
、
指
導
係
は
退
役
下
士
官
で
、
私
は
指
導
員
助
手
を

拝
命
し
た
。
教
科
内
容
は
社
会
科
全
般
と
内
外
政
策
・
特
に
重

点
教
育
は
軍
人
と
し
て
の
基
礎
知
識
だ
っ
た
。

昭
和
六
年
、
満
州
事
変
勃
発
、
翌
年
満
州
国
建
国
、
さ
ら
に

翌
々
年
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
な
ど
、
国
際
的
関
係
が

緊
迫
化
、
国
家
総
力
戦
、
体
制
構
築
と
い
う
時
代
に
突
入
し

た
。日
本
国
民
男
子
と
し
て
生
ま
れ
た
ら
必
ず
兵
役
の
義
務
が
あ

り
、
昭
和
九
年
夏
に
小
学
校
で
徴
兵
検
査
、
幼
な
じ
み
等
と
同

道
し
て
検
査
会
場
へ
入
る
。
諸
検
査
を
終
え
て
、
各
人
ご
と
に

徴
兵
執
行
官
の
前
に
立
つ
。
私
は
、「
近
藤
蔵
一
、
甲
種
合
格
」

と
凛
と
し
た
声
で
呼
び
上
げ
ら
れ
た
。
私
は
謹
ん
で
復
唱
し
、

日
本
男
子
の
本
懐
と
喜
ん
で
帰
宅
し
た
。
日
を
経
て
役
場
の
兵

事
係
が
来
宅
し
「
近
藤
蔵
一
さ
ん
、
歩
兵
科
に
決
定
で
す
よ
」

と
告
げ
ら
れ
た
。
歩
兵
科
な
ら
私
の
望
む
所
、
青
年
学
校
で
充

分
鍛
え
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
思
い
、
ヤ
レ
ヤ
レ
と
安
堵
し



た
。実
の
と
こ
ろ
ど
こ
に
決
定
す
る
か
、
ち
ょ
っ
と
心
配
だ
っ

た
。
海
軍
だ
っ
た
ら
困
っ
た
な
あ
と
思
案
し
て
い
た
。
陸
軍
は

歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
・
工
兵
・
輜
重
と
大
別
し
て
五
兵
科
に
分

か
れ
て
い
た
。
歩
兵
な
ら
名
古
屋
の
第
六
連
隊
か
、
岐
阜
の
第

六
十
一
連
隊
か
、
そ
れ
と
も
静
岡
の
第
三
十
四
連
隊
か
な
あ
と

心
の
中
で
一
人
決
め
て
い
た
。

確
か
十
月
の
中
旬
に
役
場
の
兵
事
係
が
来
て
、「
近
藤
蔵
一

さ
ん
、
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
に
十
二
月
九
日
入
営
で
す
」
と
告

げ
た
。
家
族
を
は
じ
め
親
戚
、
知
人
友
人
は
み
ん
な
び
っ
く
り

し
て
い
た
が
、
当
の
本
人
、
私
が
一
番
驚
い
た
。
近
衛
兵
は
日

本
全
国
の
選
抜
軍
人
で
、
思
想
堅
固
・
身
体
強
健
・
品
行
方
正

に
加
え
て
財
産
・
教
養
・
一
家
同
族
に
罪
科
者
な
し
の
青
年
の

み
入
営
出
来
る
軍
人
最
高
の
名
誉
で
、
家
門
の
誉
れ
と
先
祖
の

御
仏
に
報
告
し
、
氏
神
様
に
参
拝
し
そ
の
日
に
備
え
た
。

昭
和
九
年
十
二
月
八
日
に
は
家
の
前
に
大
き
な
幟
が
立
て
ら

れ
「
祝
・
近
衛
歩
兵
連
隊
入
営
近
藤
蔵
一
君
」
と
大
書
し
て
あ

っ
た
。
親
戚
や
友
人
な
ど
多
く
の
方
々
の
万
歳
の
声
と
日
の

丸
の
旗
の
波
の
中
を
出
発
し
、
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
（
東
京
青

山
）
へ
十
二
月
九
日
無
事
入
隊
し
た
。
第
五
中
隊
に
服
務
が
決

ま
り
、
中
隊
長
の
自
分
た
ち
初
年
兵
へ
の
訓
示
は
「
貴
様
達
は

栄
誉
あ
る
近
衛
歩
兵
だ
。
全
国
六
十
余
州
の
代
表
だ
。
勤
務
に

精
励
せ
よ
」
だ
っ
た
。
教
育
係
将
校
・
教
育
係
下
士
官
・
同
助

手
と
し
て
古
参
上
等
兵
が
紹
介
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
訓
練

が
始
ま
っ
た
。
覚
悟
は
し
て
い
た
が
決
し
て
生
易
し
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
訓
練
た
る
や
ま
さ
に
忍
耐
の
一
語
に
尽
き

た
。
自
分
は
お
か
げ
で
同
月
十
五
日
に
は
青
年
訓
練
修
了
者
の

検
定
に
合
格
し
た
。

翌
年
三
月
十
三
日
第
一
期
の
検
閲
も
修
了
し
、
二
等
兵
な
が

ら
軍
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
禁
闕
守
衛
の
任
に
あ
た
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
四
月
九
日
に
は
満
州
国
皇
帝
陛
下
、
御
来
朝
の

砌
、
近
衛
師
団
観
兵
式
に
参
加
し
、
参
加
章
を
拝
受
し
た
。

六
月
一
日
付
に
て
歩
兵
一
等
兵
に
進
級
し
、
同
年
十
二
月
一

日
歩
兵
上
等
兵
に
、
そ
し
て
翌
二
日
に
は
伍
長
勤
務
上
等
兵

（
後
の
兵
長
）
と
■
か
一
日
だ
け
の
上
等
兵
で
あ
っ
た
。
一
生

懸
命
に
励
ん
だ
お
陰
で
常
に
第
一
選
抜
で
進
級
し
た
。

翌
年
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
六
日
、
こ
の
日
か
ら
の
数
日
間



は
、
自
分
に
と
っ
て
は
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
日
々
だ
。

二
・
二
六
事
件
で
あ
る
。

そ
の
と
き
我
が
中
隊
は
他
中
隊
と
合
同
演
習
の
た
め
に
栃
木

県
西
那
須
野
の
金
丸
■
舎
に
い
た
。
早
朝
か
ら
雪
の
降
り
積
も

る
中
を
、
匍
匐
・
早
駆
け
前
進
、
止
射
撃
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
た
。
十
一
時
ご
ろ
連
隊
長
・
原
田
熊
吉
大
佐
が
来
ら
れ
、

我
々
の
訓
練
状
況
を
視
察
さ
れ
、
引
き
続
き
第
六
中
隊
視
察
へ

と
進
ま
れ
ん
と
し
た
時
、
突
然
連
隊
副
官
が
馬
を
飛
ば
し
て
来

ら
れ
、
連
隊
長
に
何
事
か
報
告
さ
れ
た
。
伝
令
が
走
る
、
各
中

隊
長
に
重
大
命
令
が
出
た
よ
う
だ
っ
た
。
訓
練
中
止
の
喇
叭
が

鳴
り
響
き
全
隊
は
■
舎
に
早
駆
け
で
帰
舎
し
た
。
自
分
た
ち
に

は
詳
細
不
明
の
ま
ま
、
次
な
る
命
令
を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。

中
隊
長
・
山
下
大
尉
は
各
分
隊
長
以
上
に
集
合
を
命
じ
、
直

ち
に
帰
営
す
る
と
の
命
令
の
み
だ
っ
た
。
武
装
を
整
え
、
い
ざ

出
発
と
い
う
直
前
に
「
実
弾
を
渡
す
」
と
発
表
さ
れ
た
。
非
常

事
態
だ
と
い
う
こ
と
は
察
知
出
来
た
。
午
後
三
時
ご
ろ
金
丸
■

舎
を
後
に
し
て
駅
に
到
着
し
た
。
そ
こ
に
は
早
く
も
軍
用
列
車

が
ホ
ー
ム
に
待
ち
構
え
て
い
た
。「
全
員
乗
車
」
と
の
達
し
の

声
。
途
中
、
喇
叭
で
い
つ
で
も
下
車
出
来
る
体
勢
で
車
内
待
機

の
姿
勢
だ
っ
た
。

日
は
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
列
車
は
止
ま
っ
た
。
新
宿
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
は
遙
か
手
前
の
線
路
上
に
「
全
員
下
車
」
だ
っ
た
。
こ

の
時
点
で
解
っ
た
事
は
一
部
の
陸
軍
部
隊
が
反
乱
を
起
こ
し
た

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
常
時
の
新
宿
付
近
は
夜
で
も
賑
わ
い
が
あ

る
の
に
、
不
気
味
な
ほ
ど
静
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
。
非
常
配
備
戦
設
行
軍
に
て
約
一
時
間
半
行
軍

の
後
兵
営
に
到
着
。
夜
半
過
ぎ
に
早
速
入
浴
を
済
ま
せ
、
真
新

し
い
揮
を
締
め
、
出
陣
命
令
を
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。

翌
二
十
七
日
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
朝
を
迎
え
た
。
腹
ご
し
ら

え
も
十
分
に
銃
器
の
点
検
整
備
を
完
了
。
午
後
三
時
出
動
命
令

が
下
る
。
第
一
線
部
隊
と
し
て
小
羽
大
隊
（
三
〇
〇
人
程
度
）

の
下
で
出
動
し
た
。
軍
装
は
第
一
軍
を
着
用
、
携
帯
食
糧
二
日

分
、
我
々
は
小
銃
実
包
（
弾
）

、
分
隊
長
は
拳
銃
実
包
を
そ
れ

ぞ
れ
受
領
し
、
中
隊
長
は
抜
刀
し
て
先
陣
に
立
ち
進
軍
喇
叭
吹

奏
、
麹
町
・
永
田
町
一
帯
の
警
備
に
就
い
た
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
部
隊
編
成
及
び
直
属
上
官
は
近
衛
師
団

長
橋
本
中
将
、
第
二
団
長
大
島
少
将
、
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
長

原
田
熊
吉
大
佐
、
第
二
大
隊
長
丸
山
少
佐
（
た
だ
し
、
実
質
的



に
は
第
二
大
隊
の
内
第
一
線
部
隊
が
独
立
し
た
た
め
、
自
分
の

直
属
上
官
は
小
羽
少
佐
）
で
あ
っ
た
。
近
藤
分
隊
は
山
下
中
隊

長
の
護
衛
を
務
め
た
。

麹
町
付
近
の
万
平
ホ
テ
ル
南
部
の
警
戒
に
あ
た
り
、
医
学
校

に
主
力
を
置
い
て
警
戒
任
務
に
就
い
た
。
午
後
十
時
ご
ろ
第
一

線
部
隊
に
土
の
う
運
搬
を
命
ぜ
ら
れ
、
早
速
工
事
に
つ
い
た
。

明
け
て
二
十
八
日
、
早
朝
よ
り
小
雪
が
舞
い
降
る
中
を
任
地

に
待
機
し
て
い
た
。
反
乱
軍
は
充
分
堅
固
な
陣
地
で
、
銃
眼
か

ら
銃
口
を
覗
か
せ
て
、
い
つ
で
も
射
撃
出
来
る
態
勢
を
整
え
て

い
る
。
勅
命
が
下
っ
た
。「
謹
ン
デ
勅
令
ニ
従
ヒ
、
武
器
ヲ
捨
テ
我

方
ニ
来
レ
、
惑
ハ
ズ
直
グ
来
レ
」

。
ま
た
、
飛
行
機
よ
り「
下

士
官
兵
ニ
告
グ
　
一
、
今
カ
ラ
デ
モ
遅
ク
ナ
イ
カ
ラ
原
隊
ヘ
帰

レ
　
二
、
抵
抗
ス
ル
者
ハ
全
部
逆
賊
デ
ア
ル
カ
ラ
射
殺
ス
ル

三
、
オ
前
達
ノ
父
母
兄
弟
ハ
国
賊
ト
ナ
ル
ノ
デ
皆
泣
イ
テ
オ
ル

ゾ
」
と
。

勅
命
が
出
た
か
ら
に
は
、
友
軍
に
非
ず
、
全
員
敵
で
あ
る
。

敵
軍
は
二
重
橋
前
に
全
員
集
合
し
た
。
そ
し
て
「
天
皇
陛
下
万

歳
」
と
三
唱
、
そ
の
後
原
隊
へ
帰
る
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
元
の

国
会
議
事
堂
付
近
に
集
結
し
、
戦
線
に
復
し
た
。

午
後
七
時
ご
ろ
、
敵
の
将
校
ら
し
い
人
物
が
我
が
陣
地
偵
察

に
来
た
と
の
■
を
聞
き
、
緊
張
感
が
高
ま
り
、
周
囲
の
道
路
に

は
重
機
関
銃
、
軽
機
関
銃
を
配
備
し
、
厳
重
な
警
戒
を
し
た
。

後
方
の
万
平
ホ
テ
ル
に
は
看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
待
機
し
て
い

た
。
そ
の
近
く
に
は
、
白
木
の
棺
が
置
い
て
あ
っ
た
。「
あ
の

棺
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
」
と
問
え
ば
「
あ
の
棺
は
我
々
が
入
る

棺
だ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
何
か
背
筋
が
ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う

な
思
い
が
し
た
。
間
も
な
く
合
言
葉
が
秘
密
裡
に
発
せ
ら
れ

た
。「
原
田
（
連
隊
長
）

」「小
羽
（
大
隊
長
）

」
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
の
時
期
、
時
間
で
あ
る
。
そ
の
夜
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
翌
日
反
乱
軍
に
対
し
て
攻
撃
を
行
う
こ
と
が
周
知
徹
底
さ

れ
る
と
と
も
に
、
中
隊
長
か
ら
「
親
に
何
か
言
い
残
す
こ
と
は

な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
封
筒
を
取
り
出
さ
れ
て
「
頭
髪

と
爪
、
そ
し
て
い
い
残
す
事
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
（
封
筒
）
に
同

封
せ
よ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
分
は
血
気
盛
ん
で
は
あ
っ

た
が
、
死
に
対
す
る
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
。
た
だ
中
隊
長
の

言
葉
を
受
け
て
、
や
る
せ
な
い
心
持
ち
だ
っ
た
。「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
先
に
行
き
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。



御
国
の
た
め
で
す
。
分
隊
長
と
し
て
死
す
る
の
は
本
懐
で
す
」

と
い
う
思
い
を
、
心
の
中
で
何
度
も
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
郷
里
の

方
に
向
か
っ
て
拝
礼
し
た
。
そ
の
と
き
自
分
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ

た
の
は
、
学
校
の
時
に
習
っ
た
「
親
思
ふ
　
心
に
勝
る
親
心

今
日
の
お
と
づ
れ
何
と
聞
く
ら
ん
」
と
い
う
歌
で
あ
っ
た
。

同
じ
菊
花
の
御
紋
章
を
い
た
だ
い
た
銃
器
で
戦
火
を
交
え
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
条
理
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
反

乱
軍
は
、
依
然
勅
命
に
従
う
気
配
す
ら
な
か
っ
た
。
午
前
八
時

ご
ろ
だ
っ
た
。
い
よ
い
よ
青
釣
星
を
合
図
に
攻
撃
、
前
進
の
命

令
が
下
っ
た
。
ち
な
み
に
「
青
釣
星
」
は
青
色
花
火
で
攻
撃
前

進
の
合
図
で
、
今
一
つ
「
赤
釣
星
」
と
い
う
の
は
射
撃
開
始
の

合
図
。
我
が
近
藤
分
隊
は
、
中
隊
の
中
心
に
配
置
し
、
山
下
中

隊
長
の
護
衛
に
任
じ
た
。

左
翼
か
ら
近
衛
第
三
連
隊
が
前
進
し
て
い
る
。
我
々
の
目
的

地
は
国
会
議
事
堂
で
あ
っ
た
。
我
が
近
藤
分
隊
は
中
隊
長
の
前

面
に
立
っ
て
自
分
は
一
番
先
陣
で
拳
銃
一
丁
を
手
に
し
つ
つ
進

む
。
軽
機
関
銃
勢
は
自
分
の
後
に
つ
い
て
来
る
。「
赤
釣
星
」

を
待
つ
ば
か
り
の
態
勢
が
出
来
た
。
そ
の
時
に
、
前
方
議
事
堂

よ
り
、
白
た
す
き
を
十
文
字
に
掛
け
、
手
に
は
白
い
軍
手
を
は

め
、
軍
刀
の
柄
を
白
帯
で
巻
い
た
敵
将
一
人
が
足
早
に
近
藤
分

隊
の
前
に
来
た
。
自
分
に
向
か
っ
て
「
将
校
は
い
る
か
」
と
問

う
。
自
分
は
「
す
ぐ
後
に
中
隊
長
殿
が
お
ら
れ
る
」
と
回
答
し

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
中
隊
長
と
反
乱
軍
将
校
と
の
問

答
が
あ
っ
た
が
、
自
分
は
前
方
に
全
神
経
集
中
し
て
い
た
か
ら

内
容
不
明
。

し
ば
ら
く
時
が
流
れ
、
中
隊
長
か
ら
「
攻
撃
中
止
」
の
命
令

が
出
た
。
有
線
電
話
で
後
方
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
そ

の
連
絡
内
容
を
要
約
す
る
と
、「
反
乱
軍
将
校
は
自
決
、
兵
は

原
隊
に
復
帰
す
る
。
ゆ
え
に
攻
撃
中
止
せ
よ
」
だ
っ
た
。
自
分

は
そ
の
瞬
間
、
今
ま
で
張
り
つ
め
た
緊
張
の
糸
が
切
れ
た
か
の

よ
う
に
両
方
の
肩
の
力
が
抜
け
た
。「
ホ
ッ
」
と
し
た
の
が
実

感
だ
っ
た
。
菊
の
紋
章
の
つ
い
た
銃
で
同
じ
日
本
人
同
士
で
殺

し
合
わ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
安
堵
感
も
あ
り
、
な
ん
と
も
言
え

ぬ
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
後
方
へ
退
れ
と
命

令
が
下
り
、
元
の
地
点
ま
で
帰
っ
た
。

反
乱
軍
の
最
高
指
揮
官
・
野
中
大
尉
は
、
陸
軍
大
臣
官
邸
に

お
い
て
自
決
し
た
と
の
報
が
入
っ
た
。
我
々
は
白
木
の
棺
が
送

ら
れ
た
の
を
見
届
け
て
、
原
隊
へ
帰
っ
た
。
既
に
時
計
の
針
は



午
前
一
時
を
さ
し
て
お
り
、
三
月
一
日
に
日
付
は
変
わ
っ
て
い

た
。翌
三
月
二
日
、
近
歩
三
の
修
養
兵
の
監
視
長
と
し
て
自
分
と

竹
村
伍
長
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
修
養
兵
と
は
歩
兵
第
三
連

隊
の
兵
隊
の
こ
と
。
監
視
長
と
は
、
文
字
通
り
彼
等
が
再
度
反

乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
役
目
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
種
々
な
質
問
を
通
じ
て
、
彼
等
の
心
境
が
い
か
な
る
状

況
・
状
態
に
あ
る
か
を
調
べ
、
良
と
反
応
す
れ
ば
そ
れ
で
終

了
。
や
や
不
良
で
は
安
定
度
な
く
再
調
査
を
要
す
で
、
こ
の
場

合
は
赤
印
を
付
し
、
再
度
調
査
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

三
月
三
日
よ
り
、
御
守
衛
と
し
て
宮
城
に
再
度
服
務
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
自
分
は
下
士
官
代
理
及
び
歩
■
掛
に
任
ぜ
ら
れ

た
。
歩
■
掛
と
い
う
の
は
、
簡
単
に
い
え
ば
営
門
な
ど
の
警

戒
・
監
視
の
任
に
あ
た
る
役
職
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
度
宮
城

に
服
務
と
い
っ
て
も
、
歩
■
掛
に
つ
く
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
覚
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
初
日
は
三
笠
宮

殿
（
青
山
御
所
内
）
に
服
務
し
た
。
い
さ
さ
か
緊
張
し
た

が
、
実
際
に
服
務
し
て
み
る
と
、
垣
間
見
る
殿
下
の
ご
家
庭
は

実
に
質
素
な
御
様
子
で
あ
っ
た
。
御
所
内
に
は
桑
畑
が
あ
り
、

養
蚕
を
行
わ
れ
た
様
子
が
あ
り
、
実
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ま
た
自
分
た
ち
兵
隊
に
対
し
て
、
殿
下
は
大
変
お
心
配

り
下
さ
り
、
我
々
は
御
馳
走
を
頂
戴
し
、
さ
ら
に
お
菓
子
ま
で

頂
戴
し
た
。
涙
が
で
る
ほ
ど
感
動
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
感
謝
の
意
を
こ
め
、
気
を
引
き
締
め
て
再
度
御
守
衛
の
任

務
に
服
し
た
。

そ
の
日
の
感
動
を
親
に
伝
え
た
く
、
殿
下
か
ら
頂
戴
し
た
お

菓
子
の
包
み
紙
に
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
綴
り
郷
里
へ
便
り
を

し
た
。
数
日
後
、
上
野
に
故
郷
の
古
瀬
か
ら
前
野
光
国
さ
ん
が

面
会
に
来
て
「
君
の
御
両
親
か
ら
預
か
っ
て
来
た
」
と
お
金
五

円
を
渡
さ
れ
た
。
当
時
別
段
金
銭
に
不
自
由
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
の
に
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
か
、
不
可
解
で
あ
っ
た
。

そ
の
い
き
さ
つ
た
る
や
、
青
山
御
所
三
笠
宮
殿
下
か
ら
頂
戴
し

た
お
菓
子
の
包
み
紙
で
手
紙
を
出
し
た
。
両
親
は
包
み
紙
の
こ

と
を
便
箋
も
買
う
金
が
無
く
困
っ
て
い
る
と
思
っ
た
由
、
後
で

大
笑
い
し
た
。

以
来
、
自
分
は
毎
日
御
守
衛
番
を
務
め
、
宮
城
・
大
宮
御

所
・
各
宮
家
の
守
衛
に
任
じ
た
。
二
重
橋
・
鉄
門
・
坂
下
門
な

ど
数
ヵ
所
が
主
な
任
地
で
あ
っ
た
。
任
務
を
交
替
す
る
と
き



に
、
各
地
よ
り
参
拝
に
来
る
人
び
と
の
姿
を
高
い
所
か
ら
見
る

た
び
に
あ
ら
た
め
て
任
務
の
重
大
さ
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
六
月
三
日
、
特
別
恩
賜
金
二
円
五
〇
銭
を
頂
戴
し
た
。
六
月

十
日
帰
休
を
頂
戴
し
故
郷
へ
帰
る
。
休
暇
も
終
わ
っ
て
原
隊
へ

復
し
、
勤
務
に
精
励
し
、
同
年
十
一
月
十
八
日
に
満
期
除
隊
と

い
う
こ
と
で
郷
里
に
帰
っ
た
。

回
想
す
る
に
二
・
二
六
事
件
は
苦
し
か
っ
た
。

昭
和
十
五
年
六
月
十
日
、
臨
時
召
集
令
状
が
来
た
（
世
に
い

う
赤
紙
）

。
再
度
軍
務
に
服
せ
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は
喜
び

だ
っ
た
。
多
く
の
人
に
見
送
ら
れ
東
京
へ
向
か
っ
た
。
近
衛
歩

兵
第
三
連
隊
第
五
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
は
外
地
出

征
だ
っ
た
。
中
国
大
陸
の
戦
線
は
拡
大
し
、
全
国
の
各
師
団
が

外
地
に
出
征
し
て
激
戦
中
で
あ
る
。
近
衛
歩
兵
も
出
陣
し
、
そ

の
範
た
れ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
代
々
木
練
兵
場
に
お
い
て

出
陣
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
連
隊
長
訓
示
「
選
ば
れ
禁
闕
守
衛
の

任
を
恭
し
、
出
陣
の
大
命
を
拝
し
何
た
る
光
栄
ぞ
や
、
男
子
の

本
懐
之
に
過
ぐ
る
も
の
な
し
」
の
言
葉
だ
っ
た
。

二
・
二
六
事
件
以
来
の
出
征
と
い
う
こ
と
で
、
全
将
兵
の
意

気
高
く
、
一
致
団
結
を
も
っ
て
こ
の
大
任
を
完
う
し
ょ
う
と
思

っ
た
。
六
月
十
九
日
、
天
皇
陛
下
の
御
親
閲
を
第
一
旅
団
の
営
庭
に

て
受
け
た
。
出
征
に
対
す
る
御
親
閲
は
他
の
連
隊
で
は
無
か
っ

た
の
で
、
士
気
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
っ
た
。
同
月
二
十
七
日
、

自
分
は
連
隊
本
部
付
下
士
官
と
な
り
、
直
下
軍
旗
小
隊
金
田
少

尉
の
も
と
分
隊
長
と
し
て
戦
地
へ
と
出
発
し
た
。

日
の
丸
と
万
歳
の
声
に
送
ら
れ
、
芝
浦
港
か
ら
乗
船
出
帆
し

外
洋
へ
と
向
か
う
。
波
穏
や
か
な
一
夜
を
過
ご
し
、
早
朝
に
目

覚
め
、
船
員
に
ど
こ
か
と
問
う
。
彼
「
現
在
、
紀
伊
半
島
の
大

王
崎
沖
で
す
」
と
答
え
る
。「
あ
あ
、
あ
の
方
向
に
古
瀬
（
故

郷
）
が
あ
る
の
だ
な
あ
」

。
二
度
と
再
び
生
き
て
故
郷
に
戻
る

こ
と
な
き
や
も
と
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
胸
中
を
去
来
し
た
。
一

人
静
か
に
心
か
ら
お
別
れ
を
申
し
上
げ
た
。

午
後
三
時
ご
ろ
全
員
甲
板
に
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
整
列
す

る
と
連
隊
長
は
「
祖
国
に
別
れ
を
告
げ
る
時
が
来
た
。
天
皇
陛

下
の
彌
栄
を
願
い
、
遙
拝
申
し
上
げ
る
」
と
。
佩
刀
者
抜
刀
し

着
剣
棒
銃
で
喇
叭
「
君
が
代
」
が
吹
奏
さ
れ
た
。
波
の
間
に
間



に
祖
国
が
見
え
、
い
よ
い
よ
日
本
と
の
別
れ
と
思
う
と
ち
ょ
っ

と
感
傷
に
ひ
た
っ
た
。

七
月
七
日
、
中
国
大
陸
揚
子
江
に
上
陸
。
付
近
の
警
備
に
つ

い
た
が
大
陸
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
日
本
の
猛
暑
の
比
に
非
ず
。

偽
装
網
（
鉄
帽
や
上
半
身
に
着
る
網
）
に
つ
け
た
木
の
小
枝
や

草
が
、
三
里
ほ
ど
（
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
歩
く
う
ち
に
、
青

枯
れ
て
、
手
で
揉
む
と
粉
々
に
な
っ
て
散
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

日
本
で
は
想
像
出
来
な
い
暑
さ
だ
。
こ
の
猛
暑
の
た
め
に
、
脱

水
状
態
に
な
り
、
不
運
に
も
三
人
の
死
者
が
出
た
。
同
月
二
十

日
広
克
蟄
に
上
陸
し
た
。
引
き
続
き
南
察
県
に
入
り
、
八
月
五

日
扶
南
県
に
入
り
、
仏
印
作
戦
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
初
め
て

現
地
人
と
会
話
し
た
。
言
葉
は
違
っ
て
も
意
思
は
通
じ
る
こ
と

を
知
っ
た
。

九
月
三
十
日
よ
り
南
寧
撤
去
作
戦
に
参
加
し
た
。
扶
南
県
は

忘
れ
ら
れ
な
い
土
地
で
あ
る
。
確
か
十
月
六
日
と
記
憶
す
る
。

こ
の
日
の
戦
闘
は
強
力
な
敵
に
遭
遇
し
た
。
根
竹
州
付
近
だ
っ

た
。
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
た
自
分
に
集
中
し
て
敵
弾
が
飛
来

し
た
。
不
覚
に
も
一
発
の
銃
弾
が
左
大
■
部
を
貫
通
し
た
。
丸

太
棒
で
足
を
殴
ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
後
方
に
倒
れ
た
。
部
下

が
「
分
隊
長
大
丈
夫
で
す
か
」
と
駆
け
寄
り
、
三
角
巾
で
太
股

よ
り
飛
び
出
て
い
る
血
汐
の
上
を
強
く
縛
っ
て
く
れ
た
。「
な

に
、
か
す
り
傷
だ
」
と
言
っ
た
が
、
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
（
現
在
も
傷
跡
あ
り
）
。
幸
い
に
生
命
に
別
状
な
く
、

同
月
八
日
南
寧
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
戦

闘
で
宮
下
中
隊
長
と
小
隊
長
が
負
傷
し
、
分
隊
長
代
理
の
館
野

兵
長
が
指
揮
を
執
り
作
戦
を
続
行
し
た
が
、
受
け
た
打
撃
は
大

だ
っ
た
。

キ
ン
ド
ン
湾
で
敵
前
上
陸
用
の
鉄
舟
に
乗
り
病
院
船
「
シ
ャ

ト
ル
丸
」（
三
〇
〇
〇
ト
ン
級
）
に
横
付
け
し
た
。
こ
の
間
波

に
傷
口
を
濡
ら
さ
ぬ
よ
う
に
細
心
に
注
意
さ
れ
た
。
病
院
船
か

ら
ク
レ
ー
ン
が
降
り
て
来
て
、
四
人
ず
つ
が
同
時
に
釣
り
上
げ

ら
れ
て
乗
船
し
た
。
船
室
は
一
般
兵
は
雑
魚
寝
の
状
態
だ
っ

た
。
下
士
官
以
上
は
特
別
室
だ
っ
た
。
菊
花
の
御
紋
章
入
り
の

煙
草
を
頂
戴
し
あ
り
が
た
く
別
天
地
に
い
る
よ
う
な
心
持
ち
だ

っ
た
。
心
に
少
し
余
裕
が
で
き
た
時
、
今
ご
ろ
我
が
分
隊
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
軍
医

さ
ん
が
「
今
は
負
傷
を
治
す
が
国
の
た
め
で
す
」
と
言
っ
て
く



れ
た
。
少
し
は
気
が
休
ま
っ
た
が
、
で
も
心
配
だ
っ
た
。
同
月

二
十
九
日
、
台
湾
高
雄
に
入
港
上
陸
し
、
陸
軍
病
院
高
雄
分
院

に
収
容
さ
れ
、
療
養
に
あ
た
っ
た
。

十
一
月
、
内
地
送
還
の
た
め
基
隆
港
を
出
航
し
広
島
港
に
上

陸
、
広
島
陸
軍
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
療
養
効
を
奏
し
、
松
葉

杖
で
歩
行
が
可
能
ま
で
に
な
っ
た
。
同
月
九
日
金
沢
陸
軍
病
院

に
移
送
さ
れ
、
十
二
月
二
十
四
日
に
は
治
癒
し
て
退
院
し
た
。

そ
し
て
原
隊
復
帰
命
令
で
近
歩
三
に
帰
隊
し
た
。
そ
の
途
中
名

古
屋
に
て
一
時
下
車
し
て
親
類
、
縁
者
に
迎
え
ら
れ
一
夜
を
共

に
し
て
翌
早
朝
青
山
連
隊
へ
帰
隊
し
た
。
申
告
を
終
わ
っ
て
、

病
院
下
番
と
い
う
こ
と
で
少
し
の
ん
き
に
や
っ
て
い
た
。
一
月

十
五
日
付
に
て
召
集
解
除
に
な
り
、
名
古
屋
目
指
し
て
一
目
散

に
帰
郷
し
た
。

大
東
亜
戦
争
の
戦
線
は
日
増
し
に
拡
大
し
、
大
変
な
こ
と
に

な
っ
た
と
思
っ
た
。
近
衛
兵
上
が
り
の
在
郷
軍
人
と
し
て
充
分

に
郷
土
の
た
め
に
働
い
て
い
た
。

日
本
の
旗
色
が
悪
く
な
っ
た
昭
和
十
九
年
八
月
五
日
、
臨
時

召
集
令
状
が
来
た
。
昭
和
十
一
年
現
役
満
期
・
昭
和
十
六
年
召

集
解
除
と
そ
れ
ぞ
れ
、
中
三
ヵ
年
半
で
召
集
が
来
た
。
一
度
は

普
通
で
二
度
は
稀
で
三
度
目
は
何
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
今
度

は
、
中
部
第
二
部
隊
の
勝
隊
付
だ
っ
た
。
そ
の
後
「
秀
第
五
十

七
部
隊
」
に
編
入
さ
れ
、
第
二
隊
付
と
な
り
、
主
に
陣
地
構
築

の
た
め
工
業
学
校
に
お
い
て
材
料
運
搬
の
勤
務
に
従
事
し
た
。

ま
た
第
二
部
隊
へ
帰
り
初
年
兵
教
育
を
行
っ
た
り
、
衛
兵
司

令
・
週
番
下
士
官
な
ど
を
務
め
、
翌
年
一
月
に
は
師
団
司
令
部

の
衛
兵
司
令
防
空
監
視
長
と
し
て
服
務
し
た
。

一
月
三
日
、
師
団
長
閣
下
・
参
謀
・
副
官
な
ど
が
集
ま
り
、

三
、
四
メ
ー
ト
ル
四
方
の
地
図
（
超
特
大
）
を
前
に
広
げ
て
、

敵
Ｂ29

の
襲
撃
対
策
を
検
討
中
だ
っ
た
。
す
る
と
「
只
今
、
Ｂ

29

が
琵
琶
湖
付
近
を
通
過
、
間
も
な
く
関
ヶ
原
を
東
南
進
中
」

云
々
と
い
う
ラ
ジ
オ
通
報
が
入
っ
た
。
と
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に

監
視
員
の
原
上
等
兵
か
ら
「
監
視
長
殿
、
０
時
の
方
向
敵
機
編

隊
確
認
」
に
、
見
上
げ
れ
ば
四
十
五
度
の
角
度
で
敵
機
が
来
襲

し
て
き
た
。
危
険
を
察
知
し
師
団
長
閣
下
に
そ
の
旨
報
告
し

た
。
閣
下
は
用
の
無
い
者
は
下
に
さ
が
れ
と
言
わ
れ
た
。
自
分

の
外
に
原
上
等
兵
と
通
信
兵
を
残
し
全
員
退
去
さ
せ
た
。
西
方

名
古
屋
市
西
区
方
向
（
菊
月
町
・
明
道
町
）
連
隊
区
・
砲
兵
隊



周
辺
が
轟
音
と
共
に
黒
煙
が
立
ち
上
り
一
面
火
の
海
と
化
し

た
。早
速
、
師
団
司
令
部
か
ら
「
状
況
報
告
せ
よ
」
と
来
た
。
自

分
は
黒
煙
の
中
で
片
手
に
マ
イ
ク
を
持
ち
、
敵
機
は
先
頭
の
指

揮
官
機
ら
し
い
の
が
隊
列
を
離
れ
、
黒
煙
を
吐
き
な
が
ら
墜
落

の
模
様
で
あ
り
ま
す
と
報
告
し
た
。
空
襲
の
状
況
は
直
面
し
た

者
で
な
い
と
理
解
に
苦
し
む
だ
ろ
う
。
光
景
は
惨
憺
た
る
も
の

だ
っ
た
。

そ
の
後
も
初
年
兵
や
幹
部
候
補
生
・
特
別
幹
候
生
な
ど
の
教

育
に
勤
務
し
、
後
、
経
理
部
へ
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
日

本
は
南
方
か
ら
の
石
油
の
輸
送
も
途
絶
え
て
、
機
関
用
の
燃
料

確
保
の
た
め
に
全
力
を
集
中
し
て
い
た
。
例
え
ば
松
根
油
・
菜

種
油
な
ど
な
ん
で
も
油
が
入
用
だ
っ
た
。
経
理
部
は
そ
の
よ
う

な
物
品
を
調
達
す
る
の
が
任
務
で
あ
る
た
め
に
、
自
分
に
松
根

油
工
場
建
設
を
厳
命
さ
れ
、
岐
阜
県
武
儀
郡
神
洞
村
に
お
い
て

松
根
油
工
場
建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
技
術
習
得
の
た

め
豊
橋
で
勉
強
し
て
き
た
。

工
場
建
設
に
当
た
り
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に

村
長
・
区
長
・
実
行
組
合
等
の
方
々
と
会
合
を
重
ね
て
建
設
で

き
た
。
も
ち
ろ
ん
農
家
の
繁
忙
時
に
は
地
域
の
農
作
業
の
手
伝

い
も
し
た
結
果
、
こ
の
工
場
は
東
海
地
域
で
も
最
大
の
製
油
工

場
が
出
来
、
毎
日
多
量
の
松
根
油
を
製
造
発
送
し
た
。

山
の
中
で
古
い
松
の
根
っ
こ
を
掘
り
起
こ
し
て
、
工
場
に
運

び
、
割
り
砕
い
て
釜
で
蒸
留
し
て
油
を
抽
出
し
て
出
来
る
。
こ

の
よ
う
な
作
業
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
ら
知
ら
ぬ
ま
に
終
戦

だ
っ
た
。

私
の
軍
隊
生
活
は
昭
和
九
年
に
始
ま
り
、
終
戦
ま
で
実
に
長

い
年
月
だ
っ
た
。
今
は
平
和
を
満
喫
中
で
あ
る
。




